
若年女性におけるとや執摂取と骨量の関係

-pQCT による選択的海綿符議測定による検討
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として、 i飢えき守に誉会〈努絵より結く筋力が小さい女性に湾総章義援が~ì

ことや、閉経3寺の，急激なエストロゲン0)減少があげられるが、これらとともに栄養的

3女{設のや牧野1lill!1が過度の食事因子、!lilち、カルシウム隈取の不足も三重撃さで ':;'u

帯i擦に走らせ、民年齢の男性に比べてはるかにカルシウムの然資なが少ない場合が多い。

tJJレシウムの祭取の基本ともいうべき牛乳の撲絞会仁三むさ主におけるf守宅life主主予防の幾

とも考えられるので、今回、湊)1女子大の26人のぬ-20才の女子学生について、

けると十字しの摂殴を設護送するとともに、末梢型定量コンピ品一夕飯!媛j議;云及び主義モミlこ

ili1こよ勺で、す寺怒号制した。

現在まで、牛乳摂取幾その徹夜〉栄幾[!}子01警長誌に対する影響についての研究は数多

のーっとして、脅三塁のゑ夜襲約いが、明確な結果を報告したものは少ない合

の々雲!JEきで;三と測定法がまだ完全でなく、会く代彰状態ぬことな

設している測定部位で、売蓄を5認可せずに成主をしていることによるとJ2さわれる。三次

沿線機被皮としてを筆談すべきさき密変を、従来の方法では、綴密度3えはぷ議長緩慢芝として

災していたため、ち支室主義まとi怒是認合0)滋jjllが出来ず、又、体記長0)大きいもの稜録後民主が

していたc定義主コンピュー夕飯替i去は初めて、常盤桂三三商いとし寸、

次元容積密授として議11浴するニと後河台EIこしたが、存疑?をf本海線雪;こ応圧された初期

の方ぷ;主、 X主義被爆がよ家事手総こ大量逮iニ及ぶことから、理ぎ£手女伎のスクリーニングには

適当でないa 菱i豆腐発された、主転倒~J立五議:コンどニヱータ際íl蕊去 (pQC T)は、椀骨

途{立高1てす制定が可能で、若々 女性における脅さ設の号室aぶこ潔怒約な方法である。
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4議総督:立主主雲ぎ?考iこよじぺ表Jii積が約B"音と広く、J1ni世との惨敗が苦手いため、栄養因子
スクり一二ングのによる縁遠の変化後;もるのにi議当である。若年女性における

よる怜雪量級AEを行26人の女子学生について‘手QCT

った。 更に腰捻符綴畿 CDXA)を'も行って比較した。

パイロソト税交とし

方法と被検者

S tratect士の末機l!;1話設コンピュータ厳選雪之去によ勺て、 26人女子r?を伎の機符綴途位

音liで海綿骨密度、 f守孝李吉5て、5記号室絞め浅さ芝と管会i本の中でのミ手法ヒヒヰ話与を州だした。栄空襲

1 n take)と、必去10(Mi lk 議選資としては羨返2i遂葬祭における土問しの詩型耳主主差 (mi)

殆どのま

1 ndex)で示した。

3. 週2~3 回のむ、

(!)三段階iこ分tt~刺画した京古巣の牛乳~を取係数 (Milk 

2. 日のむ、f事務における、牛乳のさ祭殿次災与をし

ない、

身長特

Hこ被検者と測定値を示すa
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これらの測定値並びに調査結果の聞の相関を求めると、当然のことながら牛乳摂取

量(最近2週間)と、牛乳摂取率(過去10年間)の聞には正の相関があった (r=0.619、

p =0. 0005)。

又、皮質骨密度と皮質骨容量の聞には、高度に有意の正相関があった (r=0. 746、

p < 0.0001)。しかしながら海綿骨密度と皮質骨密度又は容量とは相関を示さず、両

者は代謝状態がかなりことなることが示唆される。

表2に骨量と牛乳摂取量(現在)及び牛乳摂取係数(過去〕と骨量のパラメーター

との相関を示す。

表2.
牛乳摂取量 牛乳摂取去係〕数
(現在) (過

海面骨密度 r =0.037 r =0. 359 
pニ O.9855 p二 0.0713

皮質骨密度 r =0.038 r =0.067 
p =0. 8563 p =0. 7462 

皮質骨容量 r =0.020 r =0. 154 
p =0. 9238 pニ 0.4567

表3は牛乳摂取係数別に示した腰椎骨塩量(DXA)と海綿骨量 (pQC T)を示

す。
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まを3.牛乳絞殺係悪まと際総脅機長設及び機脅j毎続脅重量
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5%の有意水準には達しないが、過去の小手Lの機llxそもっともよく反映したのは海

綿骨密度であり、 pQCT による選択的な得総母宅管肢のi即I~授が、止や乳による瞥塗の増

加をもっとも鋭敏に示した。関絞日寄lニ第一lこ減少するのも話連寺島崎であり、海納骨の変

化は骨全体の変化の方向を予損11する上にき霊祭であるといえるの罪悪徐のDX，えによる骨

密度も略同様の結果を示したが、若年女性における讃.'Ji:EIこなpQCTの;方が種選緩で安

全である。

孝幸 吉重

意苦手f:言ど捻(J)脅密変ことに変化号去最初iこ示すき道線事号のそれは、過去における学絞め綴

療によってき長い影響を受け、左下手しによるカルシウムの告を殺のも議後がどーク・ 4そ…ン・

マスを言寄与ち、'脅犯章義主主の予防iこ大切であることをj示した。 pQC T(立五きい女役立〉台裏?の

議室珍j二きわめてき'lf号である。牛乳を多王手にわたってのむ潔墳の為るものは明らかに対

重量が火きい綴i与がみとめられた。
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